
【
は
じ
め
に
】

令
和
元
年
七
月
六
日
、
宮
内

庁
が
管
理
す
る
「
仁
徳
天
皇
陵
」

な
ど
を
含
む
「
百
舌
鳥
（
も
ず
）

・
古
市
（
ふ
る
い
ち
）
古
墳
群
」

が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

登
録
さ
れ
る
の
は
、
規
模
の

大
小
と
多
様
な
墳
形
に
よ
り
古

代
の
社
会
政
治
的
な
構
造
が
示

さ
れ
た
世
界
的
に
も
稀
有
な
物

証
で
あ
る
、
世
界
最
大
の
前
方

後
円
墳
「
仁
徳
天
皇
陵
」
（
長

さ
四
八
六
メ
ー
ト
ル
）
や
二
番

目
の
規
模
の
「
応
神
天
皇
陵
」

（
長
さ
四
二
五
メ
ー
ト
ル
）
な

ど
、
四
九
基
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
築
造
年
代
は
、
お
よ
そ
四
世
紀
後
半
～

五
世
紀
後
半
と
さ
れ
て
お
り
、
今
日
ま
で
、
千
六
百
年
に
も
わ
た
り
守

ら
れ
、
現
在
で
は
市
街
地
に
あ
り
な
が
ら
も
、
高
い
レ
ベ
ル
の
法
的
保

護
の
も
と
に
保
存
管
理
さ
れ
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
殿
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
文
化
遺
産
の
ほ
と
ん
ど
は
、
す
で
に
途
絶
え
た
王
朝
の
遺
跡
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
が
国
の
天
皇
陵
は
、
現
皇
室
の
祖
先
の
陵
で

あ
り
、
今
な
お
皇
室
祭
祀
（
さ
い
し
）
が
行
わ
れ
る
『
祈
り
の
場
』
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
陵
に
は
「
拝
所
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
今
な
お

毎
年
の
命
日
に
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
古
代
よ
り

幕
末
に
か
け
て
陵
周
辺
の
堀
の
水
は
、
農
業
用
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、

地
元
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
来
た
と
い
う
歴
史
も
あ
る
。

そ
ん
な
「
仁
徳
天
皇
陵
」
を
、
教
科
書
各
社
は
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
引
用
し

比
較
し
て
み
る
。

令和元年

10月2日（水）
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東
京
書
籍
】

［
大
和
政
権
の
発
展
］
本
文
三
六
頁

《
三
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
奈
良
盆
地
を
中
心
と
す
る
地
域
に
、
王
を
中

心
に
、
近
畿
地
方
の
有
力
な
豪
族
で
構
成
す
る
強
力
な
勢
力
（
大
和
政

権
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
王
や
豪
族
の
墓
と
し
て
大
き
な
古
墳
が
造
ら

れ
、
大
和
政
権
の
勢
力
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
全
国
の
豪
族
も
、
前
方
後

円
墳
な
ど
の
古
墳
を
造
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
古
墳
が
盛
ん
に
造
ら

れ
た
六
世
紀
末
ご
ろ
ま
で
を
、
古
墳
時
代
と
呼
び
ま
す
。

五
世
紀
に
は
、
王
は
大
王
（
お
お
き
み
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

有
力
な
豪
族
た
ち
が
、
親
か
ら
子
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
引
き
つ
ぎ

な
が
ら
大
王
に
奉
仕
す
る
仕
組
み
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
》

［
大
仙
古
墳
（
仁
徳
陵
古
墳
）
］
側
注
写
真
三
六
頁

《
五
世
紀
に
造
ら
れ
た
、
全
長
が
四
八
六
ｍ
あ
る
前
方
後
円
墳
で
、
世
界

最
大
級
の
墓
で
す
。
（
大
阪
府
堺
市
）
》

【
教
育
出
版
】

［
大
和
政
権
の
成
立
と
豪
族
］
本
文
二
八
頁

《
大
和
を
中
心
と
す
る
近
畿
の
豪
族
た
ち
は
、
や
が
て
、
大
王
を
中
心
に

連
合
し
、
大
和
政
権
を
つ
く
り
ま
し
た
。
大
阪
府
に
あ
る
大
仙
古
墳
（
大

山
古
墳
、
伝
仁
徳
天
皇
陵
）
は
、
五
世
紀
の
中
頃
に
つ
く
ら
れ
た
、
大
王

の
墓
と
い
わ
れ
る
巨
大
な
前
方
後
円
墳
で
、
大
和
政
権
の
勢
力
の
強
大

さ
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
大
和
政
権
は
、
五
世
紀
の
後
半
ま
で
に
、
九

州
の
中
部
か
ら
関
東
に
か
け
て
の
ほ
と
ん
ど
の
豪
族
を
従
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
》

［
大
和
政
権
の
成
立
と
豪
族
］
側
注
写
真
二
八
頁

《
大
仙
古
墳
（
大
阪
府
堺
市
）
》

【
帝
国
書
院
】

［
古
墳
の
出
現
］
本
文
二
六
頁

《
三
世
紀
末
に
な
る
と
各
地
に
古
墳
が
出
現
し
ま
し
た
。
古
墳
は
そ
の

見
た
目
か
ら
、
四
角
い
も
の
を
方
墳
、
丸
い
も
の
は
円
墳
と
呼
び
、
そ
の

二
つ
を
合
わ
せ
た
形
の
前
方
後
円
墳
も
出
現
し
ま
し
た
。
古
墳
づ
く
り

は
、
多
く
の
材
料
と
労
力
を
必
要
と
す
る
土
木
工
事
で
あ
り
、
富
と
権

力
を
も
っ
た
支
配
者
（
豪
族
）
が
各
地
に
現
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
以
後
、
六
世
紀
ま
で
の
古
墳
が
さ
か
ん
に
つ
く
ら
れ
た
約
三
〇
〇

年
間
を
古
墳
時
代
と
い
い
ま
す
。
》

［
大
和
王
権
の
支
配
の
拡
大
］
側
注
写
真
二
七
頁

《
大
仙
（
大
山
）
古
墳
（
大
阪
府
堺
市
）
日
本
で
最
も
大
き
い
前
方
後
円

墳
で
、
全
長
約
四
八
六
ｍ
、
高
さ
約
三
三
ｍ
で
す
。
》

素直に喜べない世界文化遺産登録
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［
大
和
王
権
の
支
配
の
拡
大
］
本
文
二
七
頁

《
日
本
で
は
弥
生
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
鋤
や
鍬
な
ど
に
鉄
の
刃
先
を
使
う

こ
と
が
広
ま
り
、
生
産
力
が
大
き
く
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
武
器
も
お
も
に
鉄

製
の
も
の
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
列
島
に
は

鉄
を
作
り
出
す
技
術
は
ま
だ
な
く
、
鉄
は
延
べ
板
の
よ
う
な
形
で
朝
鮮
半
島
か

ら
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

国
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
重
要
な
鉄
を
め
ぐ
っ
て
、
各
地
の
豪
族
は
、
朝
鮮
半

島
と
の
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
ヤ
マ
ト
王
権
と
結
び
つ
き
を
強
め
よ
う
と
し
ま
し

た
。
ヤ
マ
ト
王
権
は
、
豪
族
た
ち
に
朝
鮮
半
島
か
ら
の
鉄
や
技
術
な
ど
を
与
え
る

か
わ
り
に
、
み
つ
ぎ
も
の
や
兵
士
の
動
員
な
ど
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。
…
》

【
自
由
社
】

［
大
和
朝
廷
に
よ
る
国
内
の
統
一
］
本
文
四
二
頁

《
三
世
紀
後
半
頃
、
大
和
（
奈
良
県
）
の
豪
族
を
中
心
と
す
る
強
大
な
連
合
政
権

が
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
大
和
朝
廷
と
よ
ぶ
。

中
国
で
は
、
四
世
紀
ご
ろ
か
ら
国
内
が
分
裂
し
、
五
世
紀
に
入
る
と
北
と
南
に

分
か
れ
て
、
た
が
い
に
争
う
よ
う
に
な
っ
た
（
南
北
朝
時
代
）
。

同
じ
こ
ろ
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
北
部
で
高
句
麗
が
強
国
と
な
り
、
南
部
で
は
百

済
や
新
羅
が
台
頭
し
て
、
三
国
は
互
い
に
勢
力
を
争
っ
た
。

大
和
朝
廷
は
、
や
が
て
国
内
を
統
一
し
た
が
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
次
に

述
べ
る
古
墳
の
普
及
の
よ
う
す
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
》

［
前
方
後
円
墳
と
大
和
朝
廷
］
本
文
四
二
～
四
三
頁

《
三
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
日
本
で
は
、
ま
る
で
小
山
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
大
き

な
墓
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
古
墳
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
古
墳
を

つ
く
る
こ
と
が
流
行
し
た
六
世
紀
末
ま
で
の
約
三
〇
〇
年
間
を
、
古
墳
時
代
と

よ
ぶ
。
…
前
方
後
円
墳
は
、
大
和
朝
廷
の
古
墳
の
形
式
で
あ
り
、
南
は
鹿
児
島
県
、

北
は
岩
手
県
に
わ
た
る
国
内
各
地
に
約
五
二
〇
〇
基
も
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
は

大
和
朝
廷
の
勢
力
の
広
が
り
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

豪
族
た
ち
の
連
合
の
上
に
立
つ
の
は
、
大
王
（
の
ち
の
天
皇
）
で
、
そ
の
古
墳

は
ひ
と
き
わ
巨
大
だ
っ
た
。
仁
徳
天
皇
陵
（
大
仙
古
墳
）
は
、
世
界
で
も
最
大
規

模
の
王
の
墓
で
あ
る
。
》

［
前
方
後
円
墳
と
大
和
朝
廷
］
側
注
四
三
頁

《
天
皇
の
称
号
は
、
七
世
紀
に
な
っ
て
使
わ
れ
始
め
た
が
、
皇
統
譜
（
歴
代
天
皇

の
系
譜
）
で
初
代
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
天
皇
の
称
号
で
よ

ぶ
の
が
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
の
称
号
は
「
オ
オ
キ
ミ
」
で
、
漢
字
で

「
大
王
」
と
書
い
た
。
》

こ
こ
で
最
も
気
に
な
る
の
は
、
教
科
書
各
社
の
呼
称
の
違
い
で
あ
る
。
呼
称
の

統
一
性
・
一
貫
性
が
失
わ
れ
れ
ば
、
歴
史
認
識
の
混
乱
の
原
因
と
も
な
る
。

以
下
、
比
較
の
た
め
教
科
書
各
社
の
呼
称
を
ま
と
め
て
み
る
。

東
京
書
籍
…
大
仙
古
墳
（
仁
徳
陵
古
墳
）
。
大
和
政
権
。

教
育
出
版
…
大
仙
古
墳
（
大
山
古
墳
、
伝
仁
徳
天
皇
陵
）
。
大
和
政
権
。

帝
国
書
院
…
大
仙
（
大
山
）
古
墳
。
ヤ
マ
ト
王
権
。

自
由
社

…
仁
徳
天
皇
陵
（
大
仙
古
墳
）
。
大
和
朝
廷
。

教
科
書
各
社
で
こ
れ
だ
け
呼
称
が
違
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

当
時
の
豪
族
に
つ
い
て
、
東
京
書
籍
は
「
有
力
な
豪
族
で
構
成
す
る
強
力
な
勢

力
（
大
和
政
権
）
が
生
ま
れ
た
」
と
し
、
教
育
出
版
で
は
「
大
和
を
中
心
と
す
る

近
畿
の
豪
族
た
ち
は
、
や
が
て
、
大
王
を
中
心
に
連
合
し
、
大
和
政
権
を
つ
く
り

ま
し
た
」
と
し
、
帝
国
書
院
は
「
各
地
の
豪
族
は
、
朝
鮮
半
島
と
の
つ
な
が
り
の

あ
っ
た
ヤ
マ
ト
王
権
と
結
び
つ
き
…
」
と
し
て
い
る
。
自
由
社
は
「
大
和
（
奈
良

県
）
の
豪
族
を
中
心
と
す
る
強
大
な
連
合
政
権
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
大
和
朝
廷

と
よ
ぶ
」
と
し
明
確
に
「
朝
廷
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
由
社
を
除
く
各
社

は
、
天
皇
に
つ
い
て
は
記
述
し
て
い
な
い
が
、
自
由
社
は
「
『
天
皇
』
の
称
号
は
、

七
世
紀
に
な
っ
て
使
わ
れ
始
め
た
が
、
皇
統
譜
（
歴
代
天
皇
の
系
譜
）
で
初
代
と

さ
れ
る
神
武
天
皇
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
天
皇
の
称
号
で
よ
ぶ
の
が
慣
例
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
以
前
の
称
号
は
「
オ
オ
キ
ミ
」
で
、
漢
字
で
「
大
王
」
と
書
い
た
、
と

明
確
に
記
し
て
い
る
。
自
由
社
の
記
述
は
系
統
的
で
流
れ
が
書
か
れ
、
言
葉
が
説

明
さ
れ
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
。
自
由
社
を
除
く
大
手
三
社
の
記
述
は
、
朝
廷
、

天
皇
の
呼
称
を
避
け
よ
う
と
し
大
山
古
墳
の
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

思
え
ば
、
戦
後
教
育
は
一
貫
し
て
戦
前
を
悪
と
し
て
教
え
、
明
治
以
前
か
ら

あ
っ
た
伝
統
的
な
文
化
や
価
値
観
ま
で
否
定
し
て
し
ま
っ
た
。
天
皇
・
皇
室
は
そ

の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
教
科
書
各
社
の
呼
称
の
相
違
の
原
因
も
、
突
き
詰
め
れ

ば
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

大
手
三
社
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
全
国
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

東
京
書
籍
（
六
〇
万
七
八
五
六
冊
、
占
有
率
＝
五
一
・
〇
％
）
、
帝
国
書
院

（
二
一
万
三
〇
七
七
冊
、
占
有
率
＝
一
七
・
九
％
）
、
教
育
出
版
（
一
六
万
八
一

七
八
冊
、
占
有
率
＝
一
四
・
一
％
）

<

※
平
成
二
八
年
度
版

文
科
省
公
表
値
よ
り>

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
私
共
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全
国
の
中
学

生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
及
び
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
「
中
学
歴

史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
全
国
の
八
割
以
上
の
中
学
校
で
採

択
さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所

存
で
す
。
（
会
員
一
同
）

以
上

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
ど
う
ぞ
。
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